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	R8.9.18(金) 年長組
	保育ドキュメンテーション
	　９月１０日のドキュメンテーションであそびの紹介をしましたが、虫の研究の場面で『びっくり大発見！があった』という内容を覚えているでしょうか？その詳細をお伝えしますね☻
	　時は遡り…お盆休み期間のこと。カタツムリ・ダンゴムシのエサとしてある野菜を種ごと入れました。野菜は虫たちに大人気できれいに食べてくれましたが、残った種からなんと、
	この種の正体はかぼちゃ！
	育ててみたいね！とＹくん話になり、育ててみることにしました。
	　早速、種を植える入れ物を探しに行ったものの、ちょうど良い大きさのものが見つからない💦…ということで畑の先生に相談しに行ったところ、別の先生がいいもの持っているかもよ！と教えてくれたので、植物を育てる名人のＩ先生の元へ💨植木鉢を貸してもらいました。
	大中小３種類あるけどどの大きさがいい？
	え？大きさ？どれがいいんだろう…💦


	　困ったＹくんは仲間になったＦくんと一緒に本で調べてみることに💡
	　ようやく見つかった「かぼちゃ」の本📚ですが、植木鉢はどんな大きさがいいのかは調べても検討がつかず、『どんなに大きくなっても大丈夫』なように、一番大きい植木鉢に種を植えることに決定！


	虫かごから植え替えて
	土を入れて
	大きくなあれ♡
	看板も作ったよ！
	水やりも忘れずに☻
	毎日写真を撮って
	『かんさつにっき』
	を作ろう！
	大きくなってるのが写真を見てすぐわかるね
	　大きくなってきて嬉しい反面、困ったことも…💦

	　虫の観察やお世話の中で偶然見つけたかぼちゃの発芽ですが、植えてみると毎日生長が気になって仕方がない様子です。『かんさつにっき』を一緒につけながら実がなるのか⁉を今後も見守っていきたいと思います☻ＹくんとＦくんはかぼちゃを収穫して、また虫さんたちのご飯にしたいという思いを持っているので、実現できたらいいな♡
	天気が良く園庭へ出ると、トンボやチョウチョが飛んでいました。すると1匹のアゲハ蝶が地面に止まっており、Mちゃんはそろり
	また
	チャンス　　
	待てぇ～！
	チャンス　　
	チャンス　　


	　雨の中カッパを着こんで外に繰り出した子ども達。昨日の時点で今日の天気は雨☔とわかっていたため、本日の目的は
	ちょうちょではなくカエル🐸
	しゅっぱーつ
	さあ、見つけるぞ！
	捕まえた時のためにまず虫かごの環境を整えておこう！
	雨の中探し続けても、ちょうちょすら見つけられず…💦
	土と草を
	入れておくー
	Ｋちゃーん、カエルってどこに住んでるの？
	場所を畑に移して捜索再開！
	狙っていなかったちょうちょを偶然発見👀


	網から離れない💦
	早く落ちてよー
	　今日も網からかごに移すのに一苦労😅無事に入れることができ、ふたのロックも確認し、先生にも本体とふたをしっかり閉めてもらい…




	リベンジ大成功✨
	何を食べるの？
	この子は誰？
	図鑑で調べてお世話を開始。
	わからないことは図鑑で調べる！年長組の得意技です💓
	　　「ヤマトシジミはカタバミを
	　　　食べるらしい！」
	　　「カタバミの絵本を見て
	　　　みよう！」
	すると…
	　　昆虫図鑑とカタバミの絵本に描かれていた虫が同じだったのです！しかも捕まえた虫に似ている！！
	カタバミがある場所を知っているのですぐに取りに行きました💓
	これまであまり虫に興味が向かなかった子たちも、捕まえるおもしろさを知り虫あみを手に園庭をかけめぐりました。そこで立ちはだかったのは、
	「虫かごに移す」作業。
	チャンスが来るたびに自分達で工夫をして経験を重ねていく姿は、まさに遊びの中での「学び」でした。
	実は虫チームは他にもいて、職員も知らなかった虫の秘密がわかったり…。
	そのエピソードはまた今度。




